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1.災害時における外国人の状況
• 県の災害対策本部資料

中に外国人対応の項目
が入った。

• 県は外国人サポートセ
ンターも立ち上がった。

令和2年7月豪雨の調査速報

八代市役所鏡支所前
（7月撮影）

（写真：八木さんより）フィリピンの方の自宅

しかし、外国人の情報があまりなかった。

• 避難所に行って、名簿上に国籍を記入
する欄がなく、名前だけで外国人を判
断したため、「いなかった」

• コロナの影響で、直接に被災者と話が
できず、多くのところを回れなかった。

⇒所在とニーズの把握が困難

コロナ禍で災害支援はどう変わったか？

• 外部からの人的支援が入りにくくなり、専門
性を持った人材やボランティアが不足する。
その結果、被災地の負担が増加し、復旧・復興
に時間がかかる。

• 避難所運営においては、避難所の厳格な区画
整理や定員設定により、避難所定員が減少す
ることで、中には、避難者が避難所に入れず、
他の避難所への移動する事態が発生した。

• 分散型避難によって、避難者の存在を把握し
づらくなり、その結果、ニーズ把握も難しくな
り、支援が必要な人にすぐ支援を届けられな
い可能性も高くなった。

個人情報保護のため、配布しません
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■調査目的

外国人住民の避難実態や外国人住民への支援状況、コロナ禍の災害対応の課
題を把握・整理することを目的にしている。そして、新型コロナウイルス感染症蔓
延時の外国人対応を踏まえ、外国人が必要な配慮と自治体が提供できる配慮に
ついての分析を行い、巨大災害時における外国人対応のあり方を提示したい。

■調査対象とスケジュール

令和2年7月豪雨の被災を受けた熊本県在住の外国人住民と、外国人住民を
支援した団体・組織

時間 対象者
3月17日 神戸→熊本→八代市役所 八代市職員さん
3月18日 熊本市内 Kumamoto Internationalのマスデンさん、

KEEPのミッチエルさん、
外国人妻の会の代表さん、
コムスタカー外国人と共に生きる会の代表さん、
KVOAD火の国会議の皆さん

3月19日 熊本市内 熊本県（多文化共生関係）職員さん
ネパールコミュニティのハリさん、
中国コミュニティの楊軍さん

3月20日 熊本市→人吉市→帰神 人吉・球磨フィリピン人コミュニティの皆さん

令和2年7月豪雨の調査速報

1.災害時における外国人の状況
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調査から感じたこと：
 日本語教室や、国際交流協会のような場所がない地域においては、外国人の

ニーズを把握しにくい状況がある。
⇒すぐ避難所に行かないから。また、日本人と一緒に暮らしているから。

 しかし、コミュニティの力が大きい。
• コミュニティのキーパーソンや、よく集まる場所（エスニック店や教会など）

を把握すれば、つながっていくことが可能となる場合もある。
• 身近な信頼している人からの情報は、見知らぬ他人（行政など）からの情

報に比べて、実際の行動に結びつきやすいことが示されている。

スライドP7～スライドP13の内容は
取り扱い注意のため、

配布しません。 

令和2年7月豪雨の調査速報

1.災害時における外国人の状況
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・被災地外に退避する外国人がいる一方で、日本人と同様に被災地内で避難生活を送る
外国人がいる。
・外国人は必ずしも地域の避難所に行くとは限らず、通勤通学先、普段よく利用する施設
（国際交流会館、教会など）は集まりやすい場所と分かった。

⇒外国人が多様な避難行動を取る可能性が分かった。

2016年熊本地震調査の概要

1.災害時における外国人の状況
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多様性がある外国人に対して、どう支援すればいいのか？

「要配慮者」としての外国人
言葉の壁や文化や習慣、宗教上の配慮など、避難生活での情報やサービスの提供で配慮が必要

「避難行動要支援者」としての外国人
日本語がわからないため、「危険情報」が届かない、災害や避難に関する知識に濃淡があり、

地理にも不案内なので、適切な避難行動がとれない （ダイバーシティ研究所田村太郎先生のスライドより）

参考文献：
田村 太郎: 2021年総務省災害時外国人支援情報コーディネーター研修資料:災害時における外国人対応について，総務省HP
楊 梓:2021年総務省災害時外国人支援情報コーディネーター研修資料：感染症蔓延期における災害時の外国人対応，総務省HP
片岡 博美：地域防災の中の「外国人」:エスニシティ研究から「地域コミュニティ」を問い直すための一考察，地理空間学会，
地理空間 9(3),PP. 285-299, 2016

合理的配慮：「障害者が他の者との平等を基礎として全ての人権及び基本的自由を享有し、又
は行使することを確保するための必要かつ適当な変更及び調整であって、特定の場合において必
要とされるものであり、かつ、均衡を失した又は過度の負担を課さないものをいう」（障害者の

権利に関する条約）。つまり、障がい者が困ることをなくしていくために、周りの人や
会社などが無理のない範囲で、社会的障壁を取り除く。
参考文献
立木茂雄：「誰一人取り残さない防災に向けて、福祉関係者が身につけるべきこと」萌書房 (2021)

①「外国人」を正しく理解する：多様性、普段から抱える脆弱性…。

②多様なステークホルダーと連携し、合理的配慮を提供する。

③当事者力（防災リテラシー）を高め、地域活動の担い手として活躍でき
るようにする。

2.多文化パワー

担い手となる外国人
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2.多文化パワー

 A国留学生会：領事館と連絡し、4月17日から22日までに、約130
名の外国人を福岡まで移送。また、避難所でボランティア活動を行い、
物資を地域住民に転送。

普段の繋がり（警察や、国際交流振興事業団、他地域の留学生会、
大使館の先生等）が有用。

2016年外国人コミュニティ団体のヒアリングに基づく

転送物資 photo by 楊梓 ＠2016

 B教会：外国人への支援拠点として機
能した。教徒への外国語での情報提
供や物資、特に宗教習慣にあう食事
を提供。教会のネットワークやSNS、
ホームページを介して、全国から支援
が届き、外国人のみならず地域住民
や友好団体にも物資を転送。

担い手となる外国人
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2.多文化パワー

総社市役所 譚俊偉さんのスライドによる

岡山県総社市は、2013年度（平成25年度）から外国籍住民防災リー
ダーの養成を行い、2018年7月豪雨災害において、外国人防災リーダー
は救出活動などに活躍していた。

担い手となる外国人

個人情報保護のため、配布しません
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2.多文化パワー

詳細：府内初 箕面市で外国人防災アドバイザー
が誕生しました！～外国人市民の防災力の向上
をめざします～
https://www.city.minoh.lg.jp/bunka/houdou_gaikokujinbousaia
dvisor.html

研修の様子 箕面市HPより

箕面市では、外国人市民が防災研修
を受講し、自身の防災知識を高めると
ともに、他の外国人市民に向けて、防
災意識の啓発や災害時に正確な情報
を得て多言語で情報発信を担う「外国
人防災アドバイザー」を養成し認定した。

自治会の防災訓練に参加した外国人コミュニティ
と外国籍消防団員（楊撮影 2021年2月14日）⇒

尼崎市消防団では、特定技能生である
ベトナム人女性が消防団員に入団した。
地域の防災訓練の参加を通して、身近な
外国人へ災害に対する意識啓発を行っ
ている。

担い手となる外国人

個人情報保護のため、配布しません
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2.多文化パワー

多文化共生2.0時代

総務省多文化推進プラン
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2.多文化パワー
「従来の外国人支援の視点を超え、地域社会の構成員として社会参画を促し、外国人
がもたらす多様性を活かす仕組み、そして国籍や民族等にかかわらず、誰もが活躍で
きる社会づくりが今後求められる」
参考文献：
山脇啓造：多文化共生2.0時代へー総務省の取り組みを中心にー，ウェブマガジン『留学交流』2017年7月号Vol.76

多文化共生2.0時代

①「外国人」を正しく理解する：多様性、普段から抱える脆弱性…。

⇒相互理解の機会を増加。e.g.:多国籍料理教室、国際交流フェアなど

②多様なステークホルダーと連携し、合理的配慮を提供する。

⇒生活者としてのサポートが必要。

e.g.:多言語相談、多言語情報発信、日本語教育、居場所づくりなど

③当事者力を高め、地域活動の担い手として活躍できるようにする。

⇒（防災において）防災リテラシーを高めるのが重要。その上で、地域にお
ける支え合いとしての共助、行政としての公助へつながっていく。

＊地域活動の担い手は何でもする役割ではなく、自分ができることをした上で、
日本社会とつながっていく役割だと考えられる。

平時からの多文化共生の取り組みが必要
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Q＆A  避難所での遠隔通訳の事例

2020年9月5日 京都市国際交流協会（KOKOKA）の防災研修

具体的に、講義の後に、我が家の災害リスクと避難場所の確認、避難所の受け
付けカードの記入、避難所での電話通訳、コロナ禍の避難所に必要なものなどの
体験をした。
特に電話通訳のサービスは今年7月導入した。年配の町内会会長は電話通訳

を使い、日本語がほぼできない留学生に避難所のルールを説明するのがとても
印象に残った。

（京都市国際交流協会より提供）京都新聞 2020年9月6日



PR
←
「知ってほしい：感染症蔓延期における災害時
の外国人対応 やってほしい：あなたもできる
防災・減災対策」 （日本語、英語、中国語）
https://www.dri.ne.jp/research/reports/special/188/

→
2021年総務省災害時外国人支援情報コーディ
ネーター研修資料：感染症蔓延期における災害
時の外国人対応，
https://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/chiho/132137.html

多言語指さしボード http://www.clair.or.jp/j/multiculture/tagengo/yubisashi.html

・対応言語は１４言語で、
各地域の居住実態にあ
わせてセットを変更され
る場合は、Wordデータ
の編集も可能。
・避難所等で被災外国

人の氏名、体調、食事
制限など支援に必要な
情報を確認する際に使
用する「多言語避難者
登録カード」や「食材の
絵文字 / FOODPICT」と併
せてご使用ください。

http://dis.clair.or.jp/open-data/dis-evacuee-card/index/1
http://dis.clair.or.jp/open-data/dis-evacuee-card/index/1
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